
愛知県公立高校入試過去問  H（   -  日程）数学 
※ H29年以降＝22点【45分】、それ以前＝20点【40分】 

１．次の問いに答えなさい。 
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Q

6 - (- 2 )=

= 6 + 2 ×
,
÷ でまとまるので 6 - ( -4 ) ÷ 2

= と 考 える 。 長 い 式 のときは 整理 しやすい ?

邰

2 ( 2x -3 ) のかたまりを
=)器 ー 2 ( 2 x -3 ) = - 4x + 6

ひいているので

分数 の ー はかたまり

= と理解するとよい b

0

6 x
2
× 27 xy/ P /
axzy// の ①指数 の 扱い

2乗の前 にあるものを 2 回かける 。
= 6 × 3 x=

6 x
は
2 の 前 の x を 2 回∞→ 6 × xxx

, [ - 3 xy ]
~

は 2 σ前 の ( ) を 2回
② 約分 が速 い !

→ [- 3xy ) × [- 3 xは )

前 から順 に計算 , 27 x は
2

は 2 の 前 の Y を 2回
すると 手数がタ多 い 。 → 27 xx × y× y



邰

( 解法 ) そのまま展開 ( 解法 2 ) 簡略化 してから

√5 × 20 t √5 ×N8 ( √5 -≡ ) ( 2√5 ÷ 2Ʃ )
mw

%
- Ʃ×2o - NƩxr8 ⇐

= O + Fo-o- π//
= 2 ( √5 -Ʃ ) ( √5 + 「Ʃ )
w

= 2 ( 5 - 2 ) =f
= 10 - 4 =弁

(解法 2 ) のように
、
工夫 する点

高校数学に向 けて
ー 出題者

nいほい力を 見つけないと解 けない 問題

高校で扱 うことが多 い 。を

邰

( 解法 1 ) 展開 を 先 に ( 解法 2 ) 代入

)(2 6 xt 9 = - x + 15 ア
.

( = - 6 を代入

x
2
- 5x - 6 = 0 - 6 - 3( )

"

= 81左辺 =
X

( )( - 6 ) ( コ( + 1 ) = ① 右辺 = - (- 6 ) + 15 = 21

この 時点 でアはメが
2つともが 等式 を満たす必要がある 。

イ
、
ウ 、 エとすっずっ進めてもよいが

時間 がかかるのでこの解法は 望ましくない
。

っ( = 6
.

7 や (= -6 . - 1 の選択肢 があって

(解法 2 ) しかしらずしかも xの 片方しか、

確めてないと 、 不正解者 がと 2もよ増えると 思われる
。



ア
衣

、1 oocc
長方形 の 面積 = たて × 横

100 = xy

y
ノ Y=π

100
( 反ヒ例 )

ィ ー Ycu 周 の 長 ± = 1辺 × 3

: ィ y = x × 3

\ い
ノ

y = 3 つ( [ 一次関数 )
x

ウウ ～ YauR
円 の 面積 = 半径 × 半径 × π

.
y = x × x × π

y =π x (=次関 )

I
. 少 立方体 の 体積 = 7辺 × 1田 × 1迅

y = x × xx x

し

x
人
x Y = x

3
( 三次関数 )

単位 で 絞 れる ?

はがに欠式 なので
、

単位 が 2次 のウ
3 次 α 工 は ×



邰

①⑩③ -→□+□B

全 ての場合 , 213 * 上 を①つはると世24 通
24 瓦 で兵

た
←い * -

“

避炎 傘 → 客「 B 3
邰「 児爻 3

-AB IIB 0

選択肢 に
「 ⑨ 」 があったら 選択 した人 は 多 かったと思 います。

ー→ 2枚 の ↑ を 区別 していない 人 は TS 乳 = と 答えてしまいます 。

③ なぜ ⑩
,
迎 のように 区別 に考えるの ?

カ ー ドの数が 多 いと 分かりやすい∞

が枚辺 ② が 1枚 ③ が 1枚1000 つ

そこから 3枚取り 出 したとき 213 以上は 5 ⑨ ですか ?

ということです 。



0

整数 は 偶数 または 奇数 である 。 M を 整数とすると

⑩ 2m
,
② 2m - 1 と 表 せる 。1

n = 2 mとするとア
、

2 m - 2 = 2 ( m -) … ⑩
n = 2m ー 1 とすると 2 ( 2 m - 1 ) -つつ

ー
…⑩2 × 2 m

イ
.
4 × 2m ± 5 = 2 (4 m + 2 ) + 「 … ②

4 × ( 2mt 1 ) ← 5 = 2 ( 4m × 4 ) ← 1 … ②

ウ . 3 × 2 m = 2 × 3 m

…⑪
3 × ( 2mt 1 ) = 2 ( 3 m + 1 ) ← 1 … ②

ェ
. ( 2 m ) ー に 4m= ( = 2 ( Ʃm )- … ②

( 2m + 1 )= 1 =4
m
± 4m = 2 ( 2m

2
± 2 m ) … ⑩

以上よりどちらも 奇数 となるのは ⑨

2 × 武 の 形 に 式変形 できたら 偶数

2 × ] + 1
,

2 ×- 1

の 形 に 式変形 できたら 奇数

( 解法 2 ] 2 と 3 を例えは

代入すれば 半判断 できる ?
選択問題ならサッと
解法 2 で 良 いですが

、

ス 2 - 2 = 0 . …

73
- 2 = 1 … キ

× 高校 だと ① 点中
2点 か 3点 です 。

イィ 4 × 2 - 5 = 3 …44× 3 - 5 = 7 … F
? 記述力 を今から磨 = ろう



①

( 解法 ) 変化の 割合 の 定義 から 考 える 。1

図 でも 言葉 だけでも
変化 σ 割合 =

加量蕚品
-2

=で= 8
を磨 いておこうわ
考 えを組み立 てる 力

( 解法 )

←
この傾 きが Y = 272のグラフから

考える 。2

7 台 x ≤ 3 での 変化の割合
?

U. " A ( 1 .
2 ) B ( 3

,
18 )

i 傾 き = 18
- 2

= 6 = 8
l

l う この傾 きに 等しいのは

8 イウ
サ

イメージ② 点 立てたペンの 先…

直線 横にしたと考 える。 わりばし

平面 が 1 っというのは
、
プンやわりばしに 乗せた

下 じきが 固定 されること 。

ア
、

2本 のペン先 に 下 じきは 固定できない 。 ×

イ
.? 交わった 2本 のわりばい = 下 じきは 乗 る

。 ①

ロゥ
L □

平行にした 2本 のわりばし = 下 じきは 乗 る
。 ①

工 .
ー直線 に 並んだペン先 に 下じきを乗せても 落ちる

。 メ
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イウ
サ

ア
、
範囲 = 最大値 - 最小値 なので

θ の 範囲 ∠ の 範囲⑩ となり ×

イ
、

四分位範囲 = 第 3 四分位数 一 第 7 四分位数1

当 0

θ = 30 - 15 = 15

0
B = 35 - 20 = 15 ∞

ウ
.

中央値 = 第 2四分位数 θ=⑬= 25 0

I
. ⑩ 0。 8 人より 小ないので

!

! X*
8人

⑬

ホ 16 番目 17番目 例 えば左の場合

θ 24 26 中央値 ( 第2四分位数 )
⑬ 25 25 は 共 に 25 だが 25 m以上

の 人数 は ⑬ の 方 が 多くなるので X

正 しい 知識 と 具体例 を 用 いて 考える 力
が 問 われます 。 イの 意味 を知らないと

、 ウオ c選ぶ人

が多 い 問題 でした
。



③ ∠ ABC = CAEB
い

( オ ) ⑩

④ ∠ AEB = LEAD
. /

( 7 )

11
⑨

公立入試 の 証明 は 教科書 や 問題集 の

基本 レベルが 多 いです 。

しかし 、
公立対策 として 穴埋めばかり

やっている ε 記述力 がかず、 高校で

とても 苦しみます 。

高校 は 記述ばかりです。援授業も 早く

量も 多なり入学してからついていけないこともタタいです
。

1 2年 のときから 説明 をノートにか 2力 をつけようね



邰

0

① 6秒後
→

1 cm/秒Ycu
PYcr

、

r ゝ

r ゆ
\ ノ

(
4cm
/

2 cm

Y = 2 が
答え

。 6 cm
ー へ

0

Q \ 秒)
τ

② BQ の 長 ± Z もグラフにする 。

ABI1 PQ → AP = BQ となるので 2つのグラフの 交点

の個数が 答え 。

4回
11
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① 半径 OC を 引 いたことで

OOBC は OB = OC の 二等近三角形 となる ?

② AO // BC より 錯角 は 等いので

∠ BOC = ∠ AOB = 480 = LOCB

③ 180 - [48× 2 ) = 840

.⑤①

④ ∠ ADC は AC に 対する 円周角

であり 、
中心角 ∠ AOC の 半分

? P 丫
. ∠ ADC = ILAOC ② 480

= Ʃ ( LAOB + LBOC )

= ≡ ( 48
'

+ 840 )=

与 えられた条件を 用 いること 。 ( ② )

① 円 の 問題 での補助線効果的なは、

「

半径 」

→ =等辺三角形 を 生み出 す b



①
A F D

lomm
」
ー

7 (
E

ー

フ 6 cm
フ

B ヒ
OAEFCS OABD なので

BD : EF = 2 : 1

BD =郎ADz= 0 = 2" EF=11

② 方針

FG : GC を 求めることを 目指 し
、 FG : GH : HC を 求 め 、

OFDC × FCQH で σ DGH を 求める流れ ∞

F ① 只
F

① ②
.

Cさ心
、 GHど八

r

④
ノ

E G
⑪ ④ FG : GH : HC

c④λ F
.
2
-
10 .

= 3 : 2 : 10
\

ゥ C
とわかる 0

DFDC = 5× 6 ×王 OPGH = OFD ( *社、
5×⇒=

= 15 cm
2

b



①
3
エ
3 3

D r しい~ ) C
」 ,

ーら ! i 5
台形 = (上底 ←下底 ) × 高 さ × きー

AB3
= ( AB ← DC ) × AI × 王

AB = 3 cm
,
DC = 9 cm

= ( 3 ± 9 ) × 4 × 五
台形が 、左右対称 なので

上 の 図 のようになる 。
=2

よて

台形 の 高 ± AI = 4 cm

② 立体 を 3 つに分 ける 。 立体のまん中 の 体積 は

BJ .AI で 切断 する 。 A B

3 ×4 × 五 × 7 × 方) × 2 : I 3 × 4 × 7 × 五
ワ ー

-
-
J

m

四角柱の 半分
A B

\
: 4

E 、 FT
3

-

-
-

H
エ

-

…GJ

E F

以上 より 立体 = ( 3 ×4 ×Ʃ× 7×③ ) × 2 + ( 3 × 4 × 7 ×8 )
= 28 × 42 = 70

3

Y




